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今号のニュース今号のニュース

　5月13日、愛知県がんセンター国際医学
交流センター大会議室にて歌手の一青窈さ
んによる院内ライブを開催いたしました。
　一青窈さんは、ご両親をがんで亡くされた
ご自身の経験から、「闘病中に母が音楽を聴
いて元気になった」ことをきっかけに音楽療
法に関心を持つようになり、学生時代から「人
を元気にする歌を歌いたい」という思いで、
全国各地の病院や施設で音楽を届ける活動
「gigiプロジェクト」を続けてこられました。
　今回のライブも一青窈さんが中心となっ
て、入院中でなかなか外出が難しい患者さん
や、日々多忙な医療従事者に向けて、生の音
楽を通して元気と癒しを届けることを目的に
実施しました。
　当日は、入院中の患者さんやご家族、医療
スタッフなど約80名が参加。「ハナミズキ」や
「もらい泣き」などの代表曲を含む全7曲を披露し、会場はやさしく温かな雰囲気に包
まれました。　　
　一青窈さんは、歌の合間に参加者へ直接声をかけて回ったり、時には患者さんを抱
擁したりと普段のライブでは味わえない距離感の近いライブでした。
　また、熱唱する一青窈さんの歌声に感動して涙を流す患者さんもいて、一青窈さん
もその様子に心を動かされ、「もらい泣きしちゃった」と目頭を押さえる場面も。音楽を
通じた心の交流から深い感動が生まれました。
　当日の参加者からは、「心が癒されました」「こんな機会に恵まれて本当によかった」
などの声が寄せられ、音楽の持つ力とその場の一体感の大きさを改めて実感する貴
重なひとときとなりました。
　改めまして、今回の院内ライブを大盛況のうちに終えることができましたこと、一青
窈さんを始めとする関係スタッフの皆様、そしてご参加いただいた患者さんに感謝申
し上げます。ありがとうございました。
　今後も当センターでは、医療だけでなく、患者さんに寄り添った心のケアにも目を
向けた取り組みを継続してまいります。

歌手の一青窈さんによる
院内ライブを開催しました

運用部経営戦略課企画・経営グループ 主事 村上 海太朗
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今号のニュース今号のニュース

　近隣の医師会、歯科医師会、薬剤師会のご協力のもと、医療従事者を対象に「第23回中部地
区がん医療連携学術講演会」を開催します。講演会では、最新のがん医療を紹介いたします。
日時　令和7年8月2日（土）17時～
会場　メルパルク名古屋
〈主な内容〉
・診療科からの案内
『愛知県がんセンターにおけるIVRの役割』
放射線IVR部長 佐藤 洋造
『食道がん手術の最前線』
消化器外科部長 安部 哲也
・特別講演
『高精度治療機器の進歩による新時代の放射線
治療 ―新規治療装置OXRAYで期待される
治療成績の向上―』
放射線治療部長 古平 毅

中部地区がん医療連携
学術講演会のお知らせ

形成外科部　医長
鍋谷 峻矢（Shunya Nabetani）

乳腺科部　医長
安東 美の里（Minori Antou）

呼吸器外科部　医員
佐藤 惠雄（Keiyu Sato）

　　　弘前大学卒、八千代病院、
藤田医科大学病院、
藤田医科大学ばんたね病院、
トヨタ記念病院

経歴

        患者さんに寄り添い、
安心して治療を受けていただけるよう
努めてまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

一言
形成外科専門分野

         名古屋市立大学卒、
豊川市民病院、名古屋市立大学病院
経歴

　　　乳腺外科医として、患者さんにとって
より良い医療を提供できるよう、尽力してまいります。
一言

              乳腺外科専門分野
　　　　　　　　
日本外科学会 外科専門医
マンモグラフィ読影認定医
乳房超音波読影認定医

専門医等資格等

         山形大学卒、
日赤愛知医療センター名古屋第二病院、
名古屋大学医学部附属病院、
市立四日市病院

経歴

　　　患者さんに寄りそった
医療の提供を心がけて、診療いたします。
一言

              呼吸器外科専門分野

日本外科学会専門医
専門医等資格等

がんの疑いのある方への二次検査のご案内がんの疑いのある方への二次検査のご案内がんの疑いのある方への二次検査のご案内
　愛知県がんセンターでは、人間ドックや健康診断でがんの疑いがあると診断された方
に対し、二次検査を実施しております。
　ご希望の方は、予約なしでも受け付けておりますので、当センター総合案内までお越
しください。 
　なお、待ち時間が長くなりますこと、また、状況によっては当日に診察を受けられない
場合がございますこと、あらかじめご了承ください。
【開業医の先生方へ】
クリニックでの検診の結果、がんの疑いがある患者さんがみえましたら、疑いの段階で
もかまいませんので、当院にご紹介ください。

新しい医師が入りました新任医師のご紹介

前回（第22回：R7.2.8開催）の様子

運用部経営戦略課 医事グループ 主任 長谷川 晶



2025年4月、当センターに「医療の質改善部」が新たに設置さ
れました。これは、従来の病院機能向上･質改善部会を母体として再編されたもので、医療の
質向上を組織的に推進していく専門部門としての役割を担います。
　現在は、院内で把握すべき臨床指標（QI: Quality Indicators）の体系的整備を進めていま
す。単なるデータ収集にとどまらず、現場へのフィードバック、他施設との比較、院内での経
時的な変化の分析を通じて、改善のサイクル（PDCA）を機能させることを重視しています。
　あわせて「医療の質改善委員会」も設置し、現場の気づきや各部門の取り組みを横断的に共
有・支援する体制を整えました。改善の起点は現場にあり、私たちはその仕組みを支える存在
でありたいと考えています。
　また、医療の質改善室のメンバーは、専門的な視点や技術を高めるために、「医療クオリ
ティマネージャー養成セミナー」等の研修にも段階的に参加し、組織的な質改善に必要な知
識とスキルの向上にも取り組んでいます。
　これらの活動は、特定機能病院として求めら
れる「質と安全の確保」に直結するものであり、
早急な整備が必要とされていました。
2025年度は、病院長方針のもと、「医療安

全」「感染対策」「経営改善」「医療の質」などの項
目について、各部門に目標の設定を依頼しま
す。これは、全体で質改善に取り組むための足
場づくりであり、年度末には成果を振り返り、
優れた実践には表彰も予定されています。
　今後も、より良い医療の実現に向けて、継続
的かつ実践的な改善を積み重ねてまいります。
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「ほうじ茶プリン」
調理師：滝澤 幸二　管理栄養士：嘉津山 瑞恵

ほうじ茶はカフェインが少ないので、
夏の水分補給にも適しています。
また、苦みや渋みも少ないので、
デザートに使用するのも
おすすめです。
よく冷やしてどうぞ。

栄養管理部おすすめメニュー栄養管理部おすすめメニュー

病院トピックス病院トピックス

作り方

①鍋にほうじ茶パック（茶葉）と牛乳を入れて火にかける。

沸騰してきたら、ヘラで混ぜながら２分ほど煮出す。

②粉ゼラチンをお湯で溶かしておく。

③煮出したほうじ茶をボウルに移し、砂糖と

　生クリームを加え混ぜる。

④溶かしたゼラチンを加えて、氷で冷やしながら混ぜる。

⑤とろみがついてきたら、器に分け１～２時間冷やす。

⑥飾り用のホイップを泡立て、飾ってでき上がり。

材料（5人分）

★ほうじ茶　  1パック（大さじ2）

★牛乳　　　　　　    250ml

★砂糖　　　　　　　　  40g

★生クリーム　　　　  150ml

★粉ゼラチン　　　　　     5g

★水（お湯）　　　　    300ml

★（飾り用）生クリーム　  50ml

★砂糖　　　　　　     小さじ１　

「医療の質改善部」が発足しました
医療の質改善部長 花井 信広
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　がんセンターNEWSの誌面を魅力的な
ものにするにあたり、皆様の貴重なご意見
を参考にしたいという考えから、読者アン
ケートを実施することになりました。
　たいへんお忙しいところ誠に恐縮ではご
ざいますが、皆様からのご回答を、心よりお
待ち申し上げております。

アンケートのお願いアンケートのお願いアンケートのお願いアンケートのお願いアンケートのお願いアンケートのお願いアンケートのお願いアンケートのお願いアンケートのお願いアンケートのお願いアンケートのお願いアンケートのお願いアンケートのお願いアンケートのお願いアンケートのお願いアンケートのお願いアンケートのお願い

2025年4月より愛知県がんセンター研究所・異分野融合研究開発分野長を
拝命しました山西芳裕（やまにしよしひろ）と申します。名古屋大学大学院情報
学研究科が主な所属で、愛知県がんセンター研究所と兼務する形になります。
　当分野の研究対象はバイオインフォマティクスで、生命医科学と情報科学の
融合領域になります。医学、薬学、生命科学におけるビッグデータを情報解析
し、新しい学術的発見に繋げるための統計手法や機械学習アルゴリズムを開発
しています。医療応用では、人工知能による創薬(AI創薬)の研究に取り組んでお
り、治療標的探索、バイオマーカー探索、医薬品候補化合物スクリーニング、薬剤の組み合わせ探
索、医薬品分子構造設計などを行うようなAIの研究開発をおこなっています。例えば以下の図は、
様々な生命医科学データを基に医薬品分子構造設計を行うAIの概念図になります。所望の薬効や
物性を入力とし、その性質を満たす医薬品候補化合物の構造を出力する深層学習モデルが特長で
す。学術的な成果だけではなく、必要な薬を迅速に患者さんに届け、実際の医療に貢献することを
目指しています。
　今後は、がん研究への応用
にも力を入れていく予定で
す。皆様と一緒に異分野融合
の共同研究をできればと考
えております。どうぞよろしく
お願い申し上げます。

異分野融合研究開発分野長就任のご挨拶
研究所トピックス研究所トピックス

　愛知県がんセンターでは、医療体制の充実や研究
促進のため、寄附金の受け入れをしております。
　いただきました寄附金につきましては、がんセン
ターの医療・研究機器や設備の充実、がん克服に向け
た研究推進などに使用いたします。
　皆さまのご理解、ご厚志をお寄せいただきますよ
うお願いいたします。
※2024年2月より、クレジットカードによりご寄附いただくこと
も可能になりました。

愛知県がんセンターへの愛知県がんセンターへの愛知県がんセンターへの
寄附金についてのお知らせ寄附金についてのお知らせ寄附金についてのお知らせ
愛知県がんセンターへの
寄附金についてのお知らせ

寄附・アンケートについてのお問い合せ先
愛知県がんセンター運用部経営戦略課
企画・経営グループ
〒464-8681名古屋市千種区鹿子殿1番1号
電話 052-762-6111 (代)
FAX 052-764-2963
メール kihukin@aichi-cc.jp

PCの方は
こちらから

スマートフォン
の方は
こちらから

スマートフォンの方は
▼▼こちらから▼▼

※アンケートは５分程度でお答えいただけます。
※アンケートの締め切りは、8月31日です。

アンケートの回答はこちらから　

がんセンター
NEWS
第93号読者
アンケート

https://forms.gle/
L8e82Cf1Bzk9AJex7

異分野融合研究開発分野長 山西 芳裕

https://cancer-c.pref.aichi.jp/donations/
https://forms.gle/L8e82Cf1Bzk9AJex7
https://forms.gle/L8e82Cf1Bzk9AJex7
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とうろく医探訪とうろく医探訪
　当院は４０年以上地域に根づいた、町のかかりつけ医であると同時に、特に消化器内科
領域では、専門施設として先端の検査・治療を目指しています。また、女性医師の視点から
細やかなサポートと分かりやすい説明を心掛け、患者さんがどんな医療を求めているかを
理解し、患者さんに寄り添った医療を進めております。
　当院の専門分野である胃がん・大腸がんは早期発見で内視鏡手術が可能ですが、３年前
から内視鏡のスペシャリストである伊藤副院長が診療に加わり、検査・手術の専門性がよ
り高まりました。緊急であれば受診したその日に検査も可能ですし、女性医師をご希望の
方は、私が対応させていただきます。
　また現在は、肝臓や胆のう、「沈黙の臓器」と呼ばれる膵臓がんの早期発見のために、超音波検査にも力を入
れ、優秀な臨床検査技師と医師で大学病院のようなダブルチェックを行っています。痛みもなく時間のかから
ない検査なので、お気軽にご相談ください。もし検査で異常が見つかれば、相互に医療連携している「愛知県が

んセンター」に速やかにご紹介いたします。また術後のケアもしっかりと
フォロー致しますのでご安心ください。
当院は、２人の医師が常駐し、内視鏡検査と外来を平行して行っており、

より多くの患者さんのご要望にお応えしています。また、今池駅４番出口す
ぐの所に位置し、８台分の駐車場も備えていますので車での通院にも便利
です。
　これからも、内科の診療はもちろん、生活上の困り事の相談相手にもなる
地域の患者さんを一生涯支えていけるクリニックを目指してまいります。

第36回（このコーナーも９年目に入りました！）は、名古屋市千種区の中心、地下鉄東山線今池駅
4番出口目の前の、水野宏胃腸科内科、水野真理先生です。胃や大腸、肝臓、すい臓など消化器疾患
の検査や診断、治療を得意とするだけでなく、風邪や生活習慣病などの一般内科も対応し、かかり

つけ医として地域医療に貢献して間もなく45周年を迎えようとしております。近年は、副院長に内視鏡
専門医の伊藤先生を迎え、より専門性の高いクリニックへとアップデートされましたが、開院時からの「患
者中心の医療をあらゆる活動の原点とし」とあるように、コミュニケーションを大切にしより良い医療を
提供する、という揺るがない信念が伝わってまいります。今後ともよろしくお願いいたします。y.sano

医療機関情報

Produced by 地域医療連携・相談支援センター
患者さん、登録医、
がんセンターをつなぐ
ホットな1ページ

No.
36

水野宏胃腸科内科   院長：水野 真理 先生

●診療日 /休診日

診療時間 月 火 水 木 金 土 日・祝

17:00～19:00

9:00～12:30 /

//

●

●

● ● ● ● ●

● ● ● ●

消化器内科・一般内科診療科目

052-733-0300電　話

〒464-0850
愛知県名古屋市千種区
今池4丁目14-3

所 在 地

https://www.gi-mizuno.or.jp/ホームページ

名古屋市営地下鉄 東山線・桜通線「今池」駅下車、
4番出口を出て、目の前のレンガの建物です。

地下鉄東山線
今池駅

あいち造形デザイン専門学校

セブンイレブン

マクドナルド

地下鉄東山線
今池駅4番出口

今池交番東

ドン・キホーテ

今池東

今池

錦通

60

60

環
状
線

編集
後記

水野宏胃腸科内科



7

イベント・講座インフォメーション

◇視聴料：無料（ただし、通信料は自己負担願います。）　　◇視聴方法：事前申込が必要
※事前に愛知県がんセンターweb公開講座ページにある事前申し込みフォームよりお申し込みください。YouTubeによるオンデマンド配信です。
事前申し込みの方には、視聴するためのURLをメールにてお送りします。都合により予告なく中止、公演内容等の変更をすることがあります。
◇視聴対象者：どなたでも事前申し込みのうえ、視聴できます。なお、視聴するためのインターネット環境が必要です。

https://cancer-c.pref.aichi.jp/about/academy/

令和7年度 愛知県がんセンター公開講座（オンデマンド配信）

司会　ゲノム医療センター長 衣斐寛倫
1.ゲノム医療センター 衣斐寛倫センター長　
2.血液・細胞療法部 楠本茂部長
3.ゲノム医療センター 梅垣翔医長
4.研究所がん予防研究分野 松尾恵太郎分野長

第２回「がんゲノム検査とがん治療」
1.がんゲノム検査とその意義（概論）
2.新しく始まった血液疾患に対するゲノム検査
3.がんゲノムと治療　4.がんのリスク予測

R7.7.18（金）正午～
R7.8.4（月）正午まで

司会　内視鏡部長 田近正洋
1.研究所がん情報・対策研究分野 伊藤秀美分野長
2.内視鏡部 田近正洋部長　3.消化器内科部 羽場真医長
4.放射線診断・IVR部 稲葉吉隆部長（仮）
5.婦人科部 渡邊絵里医長　6.泌尿器科部 小島崇宏部長

第３回「正しく知ろう！がん検診
～腹部超音波スクリーニング検査も加わって～」
1.がん検診について（概論）　2.大腸がん撲滅に向けての第一歩
3.小さな膵がんを見つけるために　4.肝がん検診について（仮）
5.婦人科がん検診について　6.前立腺がん検診の最新情報

がん征圧月間
（がん征圧講演会）
R7.9.12（金）正午～
R7.9.29（月）正午まで

司会　乳腺科部長 原文堅
1.乳腺科部 片岡愛弓医長　2.乳腺科部 小谷はるる医長
3.形成外科部 奥村誠子部長　4.乳腺科部 原文堅部長
5.乳腺科部 吉村章代医長

第４回「乳がんの最新情報」
1.乳がん検診　2.手術療法　3.乳房再建術
4.薬物療法　5.予防・遺伝

R7.11.7（金）正午～
R7.11.25（火）正午まで

司会　婦人科部長  鈴木史朗
1.婦人科部 鈴木史朗部長（AYA世代がん患者支援委員会・委員長）
2.地域医療連携・相談支援センター 野崎由美子室長補佐
3.精神腫瘍科部 小森康永部長
4.看護部 井上さよ子専門員（アピアランス支援委員会・副委員長）
5.緩和ケアセンター 吉川恵師長
  （AYA世代がん患者支援委員会・副委員長）

第５回「患者支援」
1.当院における患者支援について　
2.がん相談支援センターについて
3.マンガでわかるがんサバイバル　
4.アピアランス支援について
5.AYA世代（思春期・若年成人）がん患者・家族への支援

R8.2.6（金）正午～
R8.2.24（火）正午まで

2
回 配信・申込期間 テーマ 講演者
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　今年も、10月1日から10月21日まで「遺伝性がん当事者
からの手紙」写真パネル展を開催します。「遺伝性乳がん卵巣
がん」（HBOC）の当事者の想
いや悩み、家族への愛などが
つづられた手紙をパネルに
収めたもので、当院の開催は
5回目です。この展示に関連
して、10月19日には、遺伝
性のがんやHBOCを深く
知っていただく『公開講座
（WEB）』を開催します。

昨年の写真パネル展の様子

「遺伝性がん当事者からの手紙」
写真パネル展
「遺伝性がん当事者からの手紙」
写真パネル展 ゲノム医療センター リスク評価室

主任 高磯 伸枝

愛知県がんセンター

はじめました

皆さまのチャンネル登録
よろしくお願いいたします

https://www.youtube.com/@%E6%84%9B%E7%9F%A5%E7%9C%8C%E3%81%8C%E3%82%93%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E5%BA%83%E5%A0%B1
https://cancer-c.pref.aichi.jp/about/academy/
https://cancer-c.pref.aichi.jp/about/academy/
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